
ハーブを用いて安全なイチゴ作り

イチゴ栽培では、カブリダニ類を利用したハダニ対策が普及していますが、
アブラムシ類を対象とした農薬により、カブリダニ類の定着や増殖に悪影響が
及んでいます。そこでムラサキ科の植物であるボリジを天敵誘引植物として用
い、アブラムシに寄生するアブラバチを活用する方法を確立しました。ボリジ
はイチゴに寄生するハダニ類の発生源にならず、またボリジに寄生したワタア
ブラムシのほとんどが、イチゴに寄生しなくなる性質を見出しました。

ボリジは長日条件で開花が促進されるた ワタアブラムシの誘引力が強く、それ

め、秋まき（１０月以降）で最も開花ま に伴いアブラバチがたくさん寄生して､

で日数が長くなり、天敵誘引植物として マミー（アブラムシのミイラ）を形成

の利用価値が高まります。 します。

ボリジにはアブラバチだけでなく複数 ボリジを設置してアブラバチを放飼し

の土着天敵がアブラムシに寄生したり た区では、アブラムシ類の密度が低く

捕食するために集まってくるので、春 維持され、慣行の３分の１の農薬使用

夏作の育苗管理にも利用できます。 量で、同等の収量・品質が得られまし

た。
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